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１．冬季に四季の森で池・葦原周辺で見られる野鳥を観察してみましょう 

○ 四季の森の水辺の鳥    水上でゆっくり行動するので観察しやすい 

カルガモ  

♂と♀は同じ色彩、日本各地で普通に繁殖する留鳥で、嘴が黄色 留鳥 

  マガモ   

雄は頭部が緑色、嘴は黄色。♂は淡い褐色の地に濃い茶色の濃淡、嘴は黒と黄色 

カワセミ   

川沿いに棲み小魚を餌にする。正面の池でカメラマンの被写体となっている。 

カイツブリ  

  尾が短い。首筋が茶色、水上の生活に特化した体 

キンクロハジロ  

  潜水カモ、四季の森正面池では♀がカルガモに混じっている 

 

◆冬季の水辺に生息する鳥は見やすいので野鳥観察の入門に最適、近くの鶴見川では、カ

モメ類、カモ類、カワウ類が多く見られ野鳥観察の入門として最適 

 

○ 葦原と樹林の野鳥   動きが早いのでじっくり観察する準備と訓練が必要              

ハクセキレイ  

白と黒のコントラストがはっきりした鳥が地面を歩いていたらセキレイです。 

シジュウカラ  

頭は黒で頬が白く、はっきりした顔つきをしている。おなかの中央に黒い太線があ

る。首の後ろから背中にかけて黄緑色が美しい。  

コゲラ  

木にしがみついて背中に白いシマ模様で、「ギｰｯ」と木のうえで鳴くキツツキの一種。 

メジロ  

頭から尾まで黄緑色、腹は白で、目が白く縁取られている。ウグイス色をしている

ので、ウグイスと混同される。 

ウグイス  

全身褐色の地味な色をしている。尾をやや上げている。さえずり（繁殖期の声）は

「ホーホケキョ」と鳴くが、地鳴き（繁殖期以外）は「チャッ、チャッ」 

ヒヨドリ  

街や森で、ピーヨ、ピーヨと鳴く。全身暗褐色、体を直立させる。 

ムクドリ  

 頭部が黒く頬が白い、嘴が黄色 

アオジ  

 腹部が黄色で斑点がある。 

ジョウビタキ  

 ♂顔が黒く、後頭部は灰色、腹部はオレンジ色、♀尾と下腹部がオレンジ色 

モズ  

     小さいが猛禽類、腹部は濃いオレンジ色。♂は目から後頭部にかけ黒い筋、翼の一

部が白。♀は腹部がウロコ模様 

『里山に棲む野鳥』 

平成 24年 2月 12日 

NPO四季の森里山研究会 

伊藤恭造・松崎龍之介・時田愉季子・尾崎一源 
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２．鳥が空を飛ぶということの仕組み（羽根の観察） 

 

 ○翼の仕組み   翼という特別な器官で飛ぶが、その他の生活上は不便 

  推力 鳥の翼は骨格が前の方にあり、後ろ側は主に羽毛。翼を下に押し下げると、

後ろの羽毛は空気の抵抗で遅れてついてくる。すると空気は斜め後ろに押し

下げられ、この斜め後ろの空気の反動よって上と前への推進が働く。 

          初列風切羽 

 

 揚力 翼の正面に当たった空気が翼の上と下に分かれ後ろに流れるとき、上を流れ

る空気のスピードが速くなり気圧が低くなる。このため、翼が下から押し上

げられる。 次列風切羽 

                              

○ 心臓の働き 

飛翔するために、他の脊椎動物と比べ生理機能が著しく高い。体温は４０度 C 前

後、心拍数は、スズメで１分間で６４０～９１０の高速回転、そのため大量の食

べ物を絶えず補給しなければならない。  

 

  ○ 羽毛の構造  

    羽毛はしなやかで丈夫な構造をしているが羽軸の内部は空洞で軽量 

 

○ 骨の構造  

頭部を重くしている歯の退化、大きな骨の内部は空洞 

 

○ 肺の構造 肺からは空気の入った袋（気のう）が広がり体を軽くしている。 

      

   

３．二十四節気  

○ ２４節気とは、節分（2012 年は２月４日）を基準に１年を２４等分して約１５日

ごとに分けた季節のことです。２４節気を立春から順に並べてみましょう。 

１立春    清明    芒種    立秋    寒露    大雪 

 

 雨水    穀雨    夏至    処暑    霜降    冬至 

 

 小寒    立冬    白露    小暑    立夏    啓蟄 

 

 大寒    小雪    秋分    大暑    小満    春分 

 

※ 次回は３月 1１日（日）１３時より自然観察会を行います。） 

 

 


